
□進捗評価シート（様式１）

①組織体制（様式１－１）
1 町内会議及び佐川町歴史的風致維持向上計画協議会の開・・・・・・・　 1

　
②重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２）

1 司牡丹酒造(株)焼酎蔵買い取り・整備事業 2

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）
1 「文教のまち」推進事業 3

④文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４）
1 文化財の保存及び活用の普及・啓発について 4
2 文化財の防災について 5
3 ・・・・・・・　 6

⑤効果・影響等に関する報道（様式１－５） 7
1 佐川町「かき氷」食べに来て　特産品を生かし8種類　スタンプラリーも

2 オンラインで酒蔵巡り 佐川町の司牡丹を阪急交通が取材

3 志士の生きた証46点　青山文庫で遺墨展

4 早春の花々　牧野公園彩る

5 佐川康生が「歴史の町」案内

6 明治期の客車が高知・佐川へ郷帰り　香川から半世紀ぶり

7 明治の木造客車　佐川町へ展示へ

8 明治の客車、佐川町で公開へ

9 美しい世界を見いだす　佐川町で堀内理香の絵画個展

⑥その他（効果等）（様式１－６）
1 JR「ロ481号客車」上町地区への移設作業 8

□法定協議会等におけるコメントシート（様式２） 9

令和２年度進行管理・評価シート

佐川町歴史的風致維持向上計画(第２期)（平成31年３月26日認定）
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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸①-1
組織体制

項目

庁舎内会議及び佐川町歴史的風致維持向上計画協議会の開催

佐川町歴史的風致維持向上計画を円滑かつ着実に遂行するために、計画推進体制（事務局と審議組織との
連携)を強化し、歴史的風致維持向上計画協議会のサポートしていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

庁内会議を年間３回、佐川町歴史的風致維持向上計画協議会を２回開催した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

引き続き、関係者間での連絡を保ちながら、実効性のある推進体制を維持する必要が
ある

状況を示す写真や資料等

庁内会議
令和２年８月１７日
令和２年１０月８日
令和３年３月２日

佐川町歴史的風致維持向上計画協議会
第１回（令和２年１１月２日）
　・歴史的風致形成建造物の指定について
　・JR客車収容施設他周辺整備工事について
　・歴史的風致の「文教のまち」推進事業費補助金の制定について

第２回（令和３年３月１７日）
・JR客車収容施設の進捗状況について
・廣井勇博士銅像建立について
・焼酎蔵の活用について
・屋外観光施設整備　上町周辺の工事について(牧野公園、金峰神社）

協議会の様子(令和３年３月１７日）

佐川町－1



進捗評価シート （様式１-2）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

司牡丹酒造(株)焼酎蔵買い取り・整備事業

平成３１年～４０年度

町単独事業

歴史的風致形成建造物指定予定の司牡丹焼酎蔵を買い取り、老朽化により崩れかけている白壁の修理、内外装の整備、耐震補強工
事を行い、酒造り歴史展示施設としての機能を付加する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

佐川町立図書館を新しく整備するにあたって、青山文庫・さかわ発明ラボ(町立Fab施設)の機能を有した複合施設を、焼酎
蔵を含む土地を候補地とし検討してきたが、断念することになった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

佐川町歴史的風致維持向上計画協議会で意見を募りながら、焼酎蔵の活用について
協議していく。

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

「文教のまち」推進事業

令和２年～令和１０年

佐川町「文教のまち」推進事業費補助金(町単独事業)

佐川町の歴史的風致である「文教」をさらに推進するため、地域における歴史・文化等に着目した「文教活動」を支援する。・地域住民に
よる偉人顕彰活動への支援・「霧生関」発行等歴史的な活動への支援・観光と歴史的風致が連携した活動を実施する団体への支援・
名教館等歴史的建造物で実施される活動への支援

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

佐川町歴史的風致維持向上計画(第2期)の「「文教」が醸し出す歴史的風致」にのっとり、熱い思いと誇りを胸に、文教のま
ちを次の世代へと継承する活動・事業に対し、町が予算の範囲内で補助することにより、佐川町の歴史的風致の維持向上
を図るとともに、歴史的文化を活用したまちづくりの推進を図ることを目的とした、補助金を制定した。(交付実績：１件)

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

(交付実績)・佐川史談会発行「霧生関」
明治22年に佐川町出身の学生たちにより創刊され、昭和55年に「佐川史談
会」により復刊された歴史書。今後の発行において、編集者の高齢化による
後継者問題や発行費の課題であった。しかしながら、次号より上町地区のガ
イドなどを行うNPO法人佐川くろがねの会が新しい担い手となることが決定し
ている。
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存及び活用の普及・啓発について

文化財の価値を町民がより理解し、保存や活用の意識を高めるため、学校教育では町独自の文化財教育・文
化財見学会を実施し、社会教育等では文化財や町の歴史に関する教室の開催、分かりやすいパンフレットの
作成による啓発活動などを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

コロナ禍の影響で、行事の規模が縮小されて開催となった。ふるさと教育用の教材が完成し、令和３年度から教材を使った
授業が町内各小中学校で開始される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

・「佐川町の太刀踊」県指定無形民俗文化財
黒岩地区の小中学生が積極的に参加し、継承に取
り組んでいる。11月3日に四ツ白にある仁井田神社
の秋の大祭で、神事の後に太刀踊りを奉納してい
る。新型コロナウイルス感染予防のため、地域イベ
ント及び行事が縮小・中止となり、例年のような活
動は出来なかった。

・「白倉神社花取踊」町指定無形民俗文化財
11月12日の白倉神社の秋の大祭では、保育園児
がお神輿を担いでおなばれを執り行い、花取踊り
を奉納後、見物人に餅投げを行うなど地域のお祭
りとして定着している。斗賀野地区の小中学生が
積極的に参加し継承に取り組んでいるが、令和2
年度については、新型コロナウイルス感染防止の
観点より子どもは参加せず、大人のみで踊り奉納
を行った。

・「瑞応の盆踊」県指定無形民俗文化財
黒岩の瑞応地区が中心となり、盆踊りを継承して
いくため、中学生の指導にあたっている。例年通
り8月16日に行われたが、新型コロナウイルス感
染予防の観点より、花台を建てず、少人数の屋
内での時短開催となった。

・ふるさと力を育成するための教材の制作
小学生から一般の方向けに、佐川町を知り郷土
愛を醸成させる教材(紙・デジタル版)「SAKA・
WA-KU」を制作した。令和３年度から、町内の小
中学校でこの教材を活用した授業が始まる他、
今後集落活動センターに配備するタブレットで
も、利用できる。
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存又は活用に関する事項について

現在も実施している所有者、地域住民、消防署、地区消防団が一体となった防火訓練もさらに質量ともに充実
したものとしていく。加えて、「文化財防火デー」には、上記住民・団体及び文化財保護審議会委員等が各地区
の文化財においての消化訓練を実施しており、今後も継続していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

1月26日　文化財防火デーの防火訓練には、地元住民、地元消防団、消防署、文化財保護審議会委員が参加し、地元署
員の指導のもと、模擬通報、地元消防団による放水訓練、地元住民による消火器での初期消火訓練等を実施後、消防署
から講評を受けた。
白倉神社において、火災発生を想定し、通報訓練及び初期消火訓練を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用について　文化財の保存・活用に関わっている住民、NPO等各種団体について

現在、文化財の保存活用に携わる団体は、積極的かつ地道な活動を展開しており、まちづくり行政等との連携
も十分とれている。今後も、こうした活動の前進をさらに目指し、行政との連携も一層強化する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

コロナ禍の影響で、これまでと同じ活動の継続が難しくなった中、同様の規模や方法で開催できなくても、工夫を凝らしでき
る範囲で活動を継続したことが評価できる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

上町で毎年開催される「酒蔵ロード劇場」。令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラ
イン開催となった。
さかわ観光協会Youtubeチャンネル　https://www.youtube.com/watch?v=i0GkPImKomI

体験型観光イベント「わんさかわっしょい体験博」の
プログラムの一つで、佐川高校生が上町地区のガ
イドを実施した。

上町地区観光交流施設「佐川まちの駅」で、佐川高
校生が仕入れから調理までを実際に行うカフェを営
業した。R3.3.27、R3.3.28
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和２年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

佐川町「かき氷街道」食べに来て　特産品生かし８種類､スタンプラリーも 7月14日 高知新聞

オンラインで酒蔵巡り　佐川町の司牡丹を阪急交通が取材 12月22日 高知新聞

志士の生きた証46点　青山文庫で遺墨展 2月7日 高知新聞

早春の花々　牧野公園彩る 2月10日 高知新聞

佐川高生が「歴史の町」案内 2月17日 高知新聞

明治期の客車が高知・佐川へ里帰り　香川から半世紀ぶり 2月18日 朝日新聞

明治の木造客車　佐川町へ展示へ 3月8日 NHK高知

明示の客車、佐川町で公開へ 3月9日 高知新聞

美しい世界を見いだす　佐川町で堀内理香の絵画個展 3月29日 高知新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

例年観光イベント関連の記事が多く、コロナ禍の影響でイベント中止が目立った令和２年度だったため、掲載頻度が減少
すると思っていたが、ほぼ横ばいの報道数となった。２月から３月にかけて、JR客車移設作業がメディアに多く取り上げら
れ、上町観光PRに寄与した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

佐川町－7



進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和２年度

計画に記載
している内容

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

JR客車「ロ４８１号」上町地区への移設作業

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

令和3年3月8日、JR四国多度津工場に保存されていた客車「ロ481号」を、佐川町上町地区の客車展示施設施設「うえまち
駅」(4月17日オープン)に移設した。うえまち駅は、観光施設として活用する他、さかわ観光協会の事務所として使用する。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

今後上町地区の主要な観光スポットとして、施設PRだけでなく歴史も合わせて知ってい
ただけるよう活用していく。

状況を示す写真や資料等

「ロ481号」は、1906（明治39）年に製造された、国内に残る
唯一の四輪木造２等客車。1933年に国鉄より佐川町へ寄
贈(青山文庫の隣で読書場として使用される)されてから老
朽化により国鉄に返還される1968年までの35年間、佐川
町で展示され、町民に愛されていた。旧国鉄職員の技術
と熱意により復活した歴史ある客車が、佐川町に53年ぶり
に帰ってきた。

佐川町－8



令和２年度

・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：　令和３年３月１７日

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：　佐川町歴史的風致維持向上計画協議会

（今後の対応方針）　・上町地区の空き地確認も含めて、今後検討していく。

（コメントの概要）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委員A:コロナ禍の影響を受けて、観光バスの来町が減少している反面、乗用車で来町する観光客
が増加している。以前から、上町地区の観光客用の駐車場不足は問題となっているが、より一層
改善を求めたい。
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